
　

第
60
回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
学
術
大
会
（
学
術
大
会
長　

井
上
和
彦
・
淳
風
会
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長
）
が
７
月
25
～

26
日
、
岡
山
県
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「B

eside Y
ou 

働
く
世
代
の
健
康

増
進
を
め
ざ
し
て
！
」。
受
診
者
一
人
ひ
と
り
に
優
し
く
寄

り
添
う
人
間
ド
ッ
ク
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
め

ぐ
り
、
多
数
の
特
別
講
演
や
教
育
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

一
般
演
題
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
健
康
増
進
部
の
吉
田
静
絵
保
健
師
が
、
一
般

演
題
で
「
人
間
ド
ッ
ク
に
お
け
る
保
健
相
談
の
現
状
と
課
題

表
が
あ
り
、
医
学
・
医
療
技
術
の
進
歩
が
肌
で
感
じ
取
れ
る

も
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
筆
者
が
所
属
す
る
小
児
心
電
図
研
究
会
の
発
表
で

は
、
５
万
７
０
０
０
人
の
児
童
生
徒
の
心
電
図
デ
ー
タ
を
基

に
「
２
０
０
６
年
版
学
校
心
臓
２
次
検
診
対
象
者
抽
出
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
改
訂
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
た
と
こ
ろ
、
学
校
心
臓
検
診
に
携
わ
る
関
係
者
が
大

勢
集
ま
り
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
本
学
術
集
会
に
毎
年
参
加
し
て
い
る
が
、
一
人
で

も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
命
を
救
い
た
い
と
の
思
い
の
下
、

日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
小
児
循
環
器
の
先
生
方
の
熱
意
と
情

熱
に
、
い
つ
も
刺
激
を
受
け
て
帰
っ
て
く
る
。
今
後
も
、
こ

の
よ
う
な
先
生
方
と
真
剣
に
向
き
合
いC

ollaboration

で

き
る
「
仕
合
わ
せ
」
と
時
間
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

学
校
保
健
部
長
　
阿
部
勝
已

　

第
61
回
日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会
学
術
講
演
会
が
７
月
４
～

６
日
、
榎
本
隆
之
会
長
（
新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研

究
科
産
婦
人
科
教
授
）
の
下
、
新
潟
県
新
潟
市
で
開
催
さ
れ

た
。

　

婦
人
科
腫
瘍
学
会
は
、
子
宮
頸
が
ん
を
は
じ
め
と
し
て
婦

人
科
が
ん
全
般
に
関
し
て
研
鑽
す
る
学
会
で
あ
る
。今
回
は
、

検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
木
口
一
成
と
と
も
に
参
加
し
た
。

　

本
学
術
講
演
会
の
テ
ー
マ
は
、「
婦
人
科
が
ん
治
療
に
お

け
るprecision m

edicine

―
―
導
入
か
ら
実
践
へ
」
だ
っ

た
。“precision m

edicine”

は
、
遺
伝
情
報
を
適
切
な

治
療
法
の
選
択
に
活
用
す
る
医
療
で
あ
る
。
近
年
、
33
種
類

の
が
ん
に
対
す
る
ゲ
ノ
ム
解
析
が
終
了
し
た
。
日
本
に
お
い

て
は
、
今
年
６
月
よ
り
一
部
の
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
が

保
険
収
載
さ
れ
た
。

　

ま
た
近
年
、
が
ん
の
中
に
は
遺
伝
が
関
与
す
る
も
の
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
家
族
性
（
遺
伝
性
）
腫
瘍
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
婦
人
科
が
ん
で
は
、
遺
伝
性
乳
が
ん

卵
巣
が
ん
症
候
群
、
リ
ン
チ
症
候
群
（
大
腸
が
ん
、
子
宮
体

が
ん
、卵
巣
が
ん
な
ど
）
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
今
日
、

が
ん
の
治
療
の
み
な
ら
ず
予
防
医
学
に
お
い
て
も
遺
伝
学
的

知
識
・
検
査
は
極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
家
族
性
腫
瘍
な
ど
を
中
心
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
多
く
の
演
題
が
発
表
さ
れ
た
。

な
お
今
回
、
私
は
子
宮
体
が
ん
の
診
断
・
治
療
に
関
す
る
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
座
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
当
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
活
発
な
質
疑
・
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

本
学
術
講
演
会
で
は
、
婦
人
科
が
ん
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広

くprecision m
edicine

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
の
本
会
に
お
け
る
が
ん
検
診
等
の
た
め
に
も
、
有
益
な

勉
強
の
機
会
と
な
っ
た
。細

胞
病
理
診
断
部
長
　
久
布
白
兼
行

　

第
55
回
日
本
小
児
循
環
器
学
会
総
会
・
学
術
集
会
が
６
月

27
～
29
日
、
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は

「C
ollaboration for the future

―
―
未
来
の
た
め
の
協

調
」。

　

学
術
集
会
の
会
頭
は
、
本
会
の
学
校
心
臓
検
診
を
ご
指
導

く
だ
さ
っ
て
い
た
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児

心
臓
科
教
授
の
住
友
直
方
先
生
で
、
所
属
さ
れ
て
い
る
大
学

と
は
離
れ
た
北
海
道
で
の
開
催
だ
っ
た
。

　

学
術
集
会
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
画
像
診
断
、
植
込
み
型

デ
バ
イ
ス
、
補
助
循
環
装
置
、
心
臓
移
植
、
再
生
医
療
、
成

人
移
行
医
療
な
ど
、
多
く
の
分
野
で
最
新
の
情
報
を
含
む
発

本
会
の

動
活

第
61
回
日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会

学
術
講
演
会
に
参
加

第
55
回
日
本
小
児
循
環
器
学
会
総
会

学
術
集
会
に
参
加

か
ら

　

そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
患
者
に
対
し
、
効
果
の
高
い
、
最
適
な

治
療
法
（
主
に
抗
が
ん
剤
）
を
優
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
。効
果
の
低
い
方
法
は
避
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

治
療
成
績
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
効
果
の
な
い
治
療
法
を
実

施
し
な
い
こ
と
で
患
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
副
作
用
な

ど
に
よ
る
身
体
的
負
担
の
軽
減
、
ひ
い
て
は
日
本
全
体
の
医

療
費
の
軽
減
な
ど
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
６
月
１
日
よ
り
が
ん
ゲ
ノ
ム
治
療
が
保
険
収
載
さ
れ
、

９
月
に
は
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
拠
点
病
院
が
新
し
く
指
定
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
令
和
元
年
は
「
ゲ
ノ
ム
治
療
元
年
」
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
乳
が
ん
患
者
の
心
と
身
体
の
ケ
ア
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
関
連
し
て
、
乳
が
ん
患
者
に
よ
る
患
者
の
た
め
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
も
多
く
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
も
本
学
術
総
会
に
参

加
し
、
11
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
乳
房
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス

を
学
ぶ
―
―
検
診
編
」
と
13
日
の
画
像
セ
ミ
ナ
ー
「
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
」
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
症
例
解
説
を
行
っ
た
。

が
ん
検
診
・
診
断
部
長
　
坂
　
佳
奈
子

　

第
27
回
日
本
乳
癌
学
会
学
術
総
会
（
会
長　

佐
伯
俊
昭
・

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
）
が
７
月
11
～

13
日
、
東
京
都
新
宿
区
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
乳
が
ん
患
者
の
心
と
身
体
の
ケ
ア

―
―
乳
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
と
支
持
医
療
」。
ゲ
ノ
ム
（
遺
伝

情
報
）
医
療
と
は
、
が
ん
患
者
の
遺
伝
子
変
異
を
調
べ
、
最

も
効
果
的
な
治
療
を
選
択
す
る
が
ん
治
療
の
方
法
で
あ
る
。

―
―
受
診
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
」と
題
し
て
口
演
。

２
０
１
５
年
度
か
ら
始
め
た
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
全
員
を
対

象
と
し
た
保
健
指
導
の
効
果
を
検
証
し
た
結
果
に
つ
い
て
発

表
し
た
。

　

ま
た
、
筆
者
は
淳
風
会
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学

と
人
間
ド
ッ
ク
の
昼
食
試
食
会
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
体
験
ツ

ア
ー
が
組
ま
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
参
加
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
陶
器
の
展
示
や
絵
画
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
も
あ
り
、
受
診
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が

随
所
に
な
さ
れ
て
い
て
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

施
設
健
診
部
課
長
　
西
潟
栄
司

　

第
37
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
（
主
催　

予
防
医
学
事
業

中
央
会
／
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団
）
が
８
月
29
～
30
日
、

栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
予
防
医
学
事
業
を
推
進
す
る
上
で
の
課

題
や
こ
れ
か
ら
の
情
報
統
計
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
予
防
医

学
事
業
中
央
会
傘
下
に
あ
る
全
国
支
部
の
情
報
統
計
・
シ
ス

テ
ム
開
発
部
門
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、
模
索
・
研
究
し
、

能
力
向
上
を
め
ざ
す
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今

年
の
参
加
者
は
28
支
部
76
人
で
あ
っ
た
。

　

研
修
会
初
日
は
３
支
部
の
事
例
報
告
の
後
、
情
報
処
理
部

門
と
成
績
処
理
部
門
（
職
域
、
施
設
・
人
間
ド
ッ
ク
、
地
域
、

学
校
）
の
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

筆
者
は
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
「
学
校
健
診
担
当
者
の

情
報
交
換
会
」
に
参
加
し
た
が
、
自
支
部
の
課
題
を
解
決
す

べ
く
他
支
部
と
の
質
疑
応
答
な
ど
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、

予
定
時
間
で
は
足
り
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

２
日
目
は
栃
木
県
支
部
活
動
の
紹
介
、
教
育
講
演
「
２
つ

第
60
回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会

学
術
大
会
に
参
加

第
27
回
日
本
乳
癌
学
会

学
術
総
会
で
症
例
解
説

の
『
統
計
』
の
は
な
し
」
の
他
、「
健
診
機
関
の
働
き
方
改
革
」

に
つ
い
て
、
２
支
部
の
事
例
報
告
に
基
づ
き
全
体
討
議
を
行

っ
た
。
特
に
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
情
報
共
有
ツ
ー
ル

や
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
生
産
性
向
上
の
取
り
組

み
を
行
っ
た
事
例
な
ど
は
、
今
後
の
業
務
を
進
め
る
上
で
大

変
参
考
に
な
っ
た
。

　

他
支
部
の
職
員
と
の
親
交
を
深
め
、
抱
え
て
い
る
問
題
を

共
有
し
協
議
す
る
こ
と
で
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修

会
で
あ
っ
た
。

統
計
事
務
部
一
課
長
　
森
　
郁
子

第
37
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
に
参
加
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学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。
軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。
「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、
専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内 検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人 東京都予防医学協会 学校保健部 03-3269-1131問い合わせ・申し込み

開催日：第1水曜日 14時半～15時半

前田美穂先生による
『貧血電話相談室』

養護教諭・保健師・看護師からの相談を
お受けします（無料）

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・検診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

　

現
在
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
対
象
疾
患
は
20
疾
患
。
東
京
都

か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
都
内
の
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　

７
月
30
日
に
東
京
都
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対
策
部
の
担

当
者
ら
３
人
が
本
会
を
訪
れ
、
検
体
受
付
か
ら
結
果
報
告
に

至
る
検
査
の
現
状
を
視
察
し
た
。　
　

　

養
護
教
諭
を
め
ざ
す
学
生
を
対
象
に
し
た
見
学
実
習
に
本

会
が
協
力
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
た
。

８
月
６
日
に
行
わ
れ
た
今
年
の
見
学
実
習
に
は
、
帝
京
短
期

大
学
と
東
洋
大
学
か
ら
合
わ
せ
て
９
人
の
学
生
が
参
加
し

た
。

　

午
前
は
学
校
保
健
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
保
健
事
業
に
つ

い
て
、
午
後
は
検
査
室
で
臨
床
検
査
技
師
が
心
電
図
検
査
や

側
わ
ん
検
診
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
さ
ら
に
尿
や
血
液
な

ど
の
検
体
が
ど
の
よ
う
に
検
査
さ
れ
て
い
る
か
を
実
際
に
見

腎臓病 心臓病 貧血 脊柱側わん症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医
村上睦美
日本医科大学
名誉教授

浅井利夫
東京女子医科大学
名誉教授

前田美穂
日本医科大学
名誉教授

南 昌平
聖隷佐倉市民病院
名誉院長

岡田知雄
神奈川工科大学

応用バイオ科学部教授

鈴木眞理
政策研究大学院大学

教授

外来日 第3木曜日 午前 第１木曜日 午後 第１水曜日 午後 第２月曜日 午後
第４金曜日 午後 第３水曜日 午後 第１金曜日 午後

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
現
状
を
東
京
都
が
視
察

　

７
月
11
日
に
、
山
田
正
興
氏
（
山
田
医
院
院
長
）
が
本
会

の
理
事
に
就
任
し
た
。

　

山
田
氏
は
１
９
７
９
年
、
日
本
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
を
卒
業
。
中
野
区
医
師
会
会
長
、
中
野
区
教
育
委
員
会

教
育
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
今
年
６
月
よ
り
一
般
社
団
法
人

東
京
産
婦
人
科
医
会
会
長
を
務
め
て
い
る
。

　

山
田
氏
の
理
事
就
任
に
よ
り
、
本
会
で
は
理
事
長
の
小
野

良
樹
を
筆
頭
に
11
人
の
理
事
で
組
織
運
営
に
当
た
る
。

　

東
京
工
科
大
学
で
は
、
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
の
教
育

課
程
で
統
合
看
護
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
本
会
は
、
そ
の
臨

地
実
習
に
協
力
し
、
７
月
22
日
、
８
月
５
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
看
護
学
生
８
人
を
受
け
入
れ
た
。

　

実
習
で
は
、
健
康
増
進
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
検
査
・
健
診

や
保
健
指
導
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
づ
く
り
支
援
の
実
際
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
症
の
中
に
は
、出
生
後
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
急
性
期
の
重
い
症
状
や
知
能
障

害
、
発
育
障
害
な
ど
の
発
症
を
予
防
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

　

本
会
で
は
東
京
産
婦
人
科
医
会
の
協
力
を
得
て
、

１
９
７
４
年
か
ら
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
な
ど
新
生
児
の
先
天

性
代
謝
異
常
症
等
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
会
理
事
に
山
田
正
興
氏
が
就
任

人
・
往
来

東
京
工
科
大
学
の
学
生
の
統
合
看
護
実
習
に
協
力

帝
京
短
大
と
東
洋
大
学
の
学
生
の
見
学
実
習
に
協
力

て
も
ら
っ
た
。

　

昼
食
は
、
本
会
の
人

間
ド
ッ
ク
で
提
供
し
て

い
る
管
理
栄
養
士
監
修

の
お
弁
当
を
食
べ
て
も

ら
っ
た
が
、
野
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た

お
弁
当
は
学
生
に
も
好

評
だ
っ
た
。

　

見
学
の
終
盤
で
は
、

学
生
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

質
問
が
出
る
な
ど
、
本

会
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
も
有
意
義
な
実
習
と

な
っ
た
。
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Information

第 2 8 8 回 ヘ ルスケア研 修 会

行動経済学の視点からの健康支援
ナッジ理論で無関心層も健康に

11月27日（水）14時～16時日時
千代田区・星陵会館2階ホール会場

講　師　福田吉治 氏　帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授

第 2 8 9 回 ヘ ルスケア研 修 会

職域で役立つ
統計の見方、読み方

1月29日（水）14時～16時日時
千代田区・星陵会館2階ホール会場

講　師　正木基文 氏　健康管理コンサルタントセンター幹事

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

●参加費  2,000円
●申込不要　●定員  200人（先着順）

●参加費  2,000円
●申込不要　●定員  200人（先着順）

第 2 5 7 回 学 校 保 健セミナー

学校で配慮と支援が必要な
ＬＧＢＴｓの子どもたち

11月18日（月）15時～17時日時
新宿区・ホテルグランドヒル市ヶ谷３階 瑠璃会場

講　師　日高庸晴 氏　宝塚大学看護学部教授

東京都予防医学協会 学校保健部  
03-3269-1131

問い合わせ

●対象  養護教諭・学校関係者　●参加費  無料
●申込不要　●定員  200人（先着順）

第 2 5 8 回 学 校 保 健セミナー

虐待・ネグレクトを受けていることが疑われる
子どもたちのために学校ができること

東京都予防医学協会 学校保健部  
03-3269-1131

問い合わせ

12月16日（月）15時～17時日時
新宿区・ホテルグランドヒル市ヶ谷３階 瑠璃会場

講　師　山田不二子 氏　認定NPOチャイルドファーストジャパン理事長

●対象  養護教諭・学校関係者　●参加費  無料
●申込不要　●定員  200人（先着順）
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●『よぼう医学』は本会ホームページ（https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/）からもご覧いただけます。
※本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載をお断りします。

Eメール koho@yobouigaku-tokyo.jp
F A X 03-3269-7562
T E L 03-3269-1131

◉送付先の変更・送付中止について
　送付先の変更・送付中止を希望される場合には、広報室
までお知らせください。

お問い合わせ・
お申し込みは事務局まで

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人東京都予防医学協会 広報室
TEL 03-3269-1131　内線2241、2242

健康管理コンサルタントセンター 事務局

健康管理コンサルタントセンターの幹事であ
る医師が事業所、学校、各種団体の健康
管理をアドバイスいたします（予約制・無料）。

健康管理コンサルタントセンター
コンサルテーションのご案内

健康管理相談を
お引き受けします

　日頃より、公益財団法人東京都予防医学
協会の機関誌「よぼう医学」をご愛読くだ
さり、ありがとうございます。

◉個人情報の取扱いについて

　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいている
皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、所属、役
職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、
本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管理の下に運用
しております。送付名簿からの削除や変更を希望される場
合には、お手数ですが、下記広報室までご連絡ください。
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